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働く者の立場で政策制
度、組織課題の前進を図
り、将来に亘り安全で社会
に信頼されるJRを築こう！

JR連合

JR連合

2017春季生活闘争にむけてグループや協力会社にも波及させる方
針とすることを確認した

「底上げ・底支え」「格差是正」でクラシノソコアゲを
意思統一した連合第74回中央委員会

JR北海道の再生をめざし決意を述べる田原委員長

「東京ビックサイト」で行われたＩＴＦアジア
太平洋地域総会の開会式

　

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
松
岡

裕
次
会
長
は
、
来
年
３
月
で
期

限
切
れ
と
な
る
Ｊ
Ｒ
二
島
・
貨

と
「
職
場
の
活
気
と
意
欲
や
誇

り
」
に
つ
い
て
は
、
若
干
良
い

方
向
に
増
加
し
て
い
る
が
、
そ

の
他
は
全
体
的
に
変
化
が
感
じ

ら
れ
な
い
と
の
回
答
が
占
め
て

い
た
。
ま
た
、
施
策
が
マ
ン
ネ

リ
化
し
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ

る
一
方
で
、
「
職
場
の
活
気
と

意
欲
や
誇
り
」
に
つ
い
て
は
現

場
組
合
員
の
頑
張
り
に
よ
り
良

い
結
果
と
な
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
受
け
、
引
き
続
き
職

種
ご
と
の
課
題
解
決
に
取
り
組

む
必
要
性
を
提
起
し
た
。

　

集
会
の
最
後
に
、
全
組
合
員

が
安
全
確
立
・
信
頼
回
復
・
会

社
再
生
に
「
Ｊ
Ｒ
北
海
道
再
生

プ
ラ
ン
」
が
唯
一
の
道
で
あ
る

こ
と
を
共
有
し
、
内
外
に
見
え

る
変
化
と
現
場
社
員
に
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
変
革
を
成
し
遂

げ
、
未
来
あ
る
Ｊ
Ｒ
北
海
道
へ

の
足
固
め
に
奮
闘
す
る
こ
と
を

確
認
し
あ
っ
た
。

こ
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
の
強

い
決
意
が
表
明
さ
れ
、
基
調
講

演
を
行
っ
た
Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
羽

野
敦
之
業
務
部
長
は
、
「
福
知

山
線
列
車
事
故
か
ら
11
年
が
経

過
し
て
〜
私
の
経
験
か
ら
〜
」

と
題
し
て
講
演
を
行
い
、
全
社

員
・
全
組
合
員
が
一
丸
と
な
っ

て
事
故
の
対
応
に
あ
た
る
中
で
、

Ｊ
Ｒ
総
連
系
組
合
が
労
使
安
全

会
議
に
出
席
せ
ず
会
社
批
判
を

繰
り
返
し
て
い
た
異
常
性
を
語
っ

た
。
ま
た
、
労
働
組
合
と
し
て
、

事
故
の
風
化
防
止
の
た
め
に
、

事
故
を
経
験
し
て
い
な
い
若
い

世
代
に
事
故
の
悲
惨
さ
を
共
有

す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
紹

介
し
た
。

　

２
人
の
組
合
員
か
ら
職
場
の

現
状
報
告
と
問
題
点
の
提
起
の

後
、
昨
年
か
ら
実
施
し
て
い
る

施
策
の
進
捗
状
況
や
現
状
把
握

の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が

報
告
さ
れ
た
。
「
会
社
の
変
化
」

故
を
は
じ
め
と
す
る
一
連
の
事

故
や
不
祥
事
の
後
、
刷
新
さ
れ

た
新
経
営
陣
の
も
と
で
、
Ｊ
Ｒ

北
海
道
の
信
頼
を
回
復
さ
せ
再

生
を
図
る
べ
く
、
組
合
員
と
と

も
に
作
り
上
げ
た
「
Ｊ
Ｒ
北
海

道
再
生
プ
ラ
ン
」
と
「
５
つ
の

　

11
月
27
日
、
Ｊ
Ｒ
北
労
組
は

札
幌
市
内
に
て
、
第
４
回
目
と

な
る
「
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
再
生
を

め
ざ
す
安
全
集
会
」
を
開
催
し

た
。

　
Ｊ
Ｒ
北
労
組
は
、
２
０
１
１

年
の
石
勝
線
列
車
脱
線
火
災
事

物
の
税
制
特
例
措
置
の
延
長
な

ど
を
求
め
る
署
名
活
動
に
積
極

的
に
参
画
い
た
だ
い
た
こ
と
に

感
謝
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
集

約
し
た
署
名
を
持
っ
て
財
務
大

臣
、
総
務
大
臣
、
国
土
交
通
大

臣
へ
の
要
請
行
動
に
つ
い
て
述

べ
た
。

　

２
０
１
７
春
季
生
活
闘
争
に

む
け
て
は
、
２
０
１
６
春
季
生

活
闘
争
で
打
ち
出
し
た
グ
ル
ー

プ
会
社
や
協
力
会
社
に
も
波
及

さ
せ
る
こ
と
を
掲
げ
た
闘
争
方

針
を
、
単
年
度
で
終
わ
ら
せ
る

の
で
は
な
く
継
続
し
て
取
り
組

み
、
現
在
、
政
府
が
進
め
る
「
働

き
方
改
革
」
や
「
同
一
賃
金
同

一
労
働
」
の
議
論
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
「
底
上
げ
・
底
支

え
」
「
格
差
是
正
」
を
図
り
、

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
全
体
の
賃
金
の

引
上
げ
、
労
働
条
件
改
善
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
を

訴
え
た
。

　

「
あ
る
べ
き
労
使
関
係
象
・

労
働
組
合
像
」
を
掲
げ
て
改
め

て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ

と
と
し
た
民
主
化
闘
争
に
つ
い

て
は
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を

組
織
戦
略
会
議
で
協
議
し
て
お

り
、
よ
り
一
層
の
支
援
を
要
請

し
た
。

　

ま
た
、
７
月
の
参
議
院
選
挙

結
果
を
踏
ま
え
て
「
21
世
紀
の

鉄
道
を
考
え
る
議
員
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
に
新
た
に
７
人
の
議
員
に

加
入
い
た
だ
き
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の

政
策
課
題
実
現
に
む
け
て
理
解
・

協
力
を
お
願
い
し
て
い
く
こ
と

と
、
国
会
に
お
け
る
解
散
風
も

少
し
弱
ま
っ
た
か
に
見
え
る
が
、

来
た
る
べ
き
衆
議
院
解
散
・
総

選
挙
に
む
け
た
準
備
を
呼
び
掛

け
た
。

　

議
事
で
は
、
定
期
大
会
以
降

の
取
り
組
み
経
過
と
当
面
す
る

諸
活
動
に
対
す
る
議
案
を
提
起

し
、
８
人
の
出
席
者
が
、
政
策

課
題
、
民
主
化
闘
争
、
政
治
課

題
な
ど
に
つ
い
て
発
言
し
、
方

針
実
現
に
向
け
た
積
極
的
な
議

論
を
交
わ
し
た
。

　

２
０
１
７
春
季
生
活
闘
争
に

む
け
て
は
、
連
合
は
11
月
25
日

の
中
央
委
員
会
で
春
季
生
活
闘

争
方
針
を
確
認
し
た
。
Ｊ
Ｒ
連

合
は
、
こ
の
連
合
方
針
に
則
り
、

Ｊ
Ｒ
各
単
組
お
よ
び
グ
ル
ー
プ

労
組
で
取
り
組
ん
だ
賃
金
実
態

調
査
の
結
果
か
ら
要
求
根
拠
の

精
査
を
進
め
、
賃
金
対
策
委
員

会
で
協
議
し
、
Ｊ
Ｒ
連
合
と
し

て
の
春
季
生
活
闘
争
方
針
案
を

策
定
し
て
い
く
。
Ｊ
Ｒ
連
合
２

０
１
７
春
季
生
活
闘
争
方
針
は

２
月
２
日
の
第
29
回
中
央
委
員

会
で
提
起
し
、
決
定
し
て
い

く
。

　

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
11
月
17
日
に
都
内
で
第
21
回
拡
大
代
表
者
会

議
を
開
催
し
、
Ｊ
Ｒ
各
単
組
及
び
エ
リ
ア
連
合
代
表
者
ら
約
40

人
が
出
席
し
、
２
０
１
７
春
季
生
活
闘
争
、
民
主
化
闘
争
、
当

面
す
る
政
策
課
題
な
ど
の
具
体
的
取
り
組
み
に
つ
い
て
議
論
を

交
わ
し
、
来
年
２
月
２
日
の
第
29
回
中
央
委
員
会
に
む
け
て
意

思
統
一
を
図
っ
た
。

連
合
第
74
回
中
央
委
員
会

「
底
上
げ
・
底
支
え
」

     

「
格
差
是
正
」
を
念
頭
に

          

２
％
程
度
基
準
の
賃
上
げ
を
設
定

ＩＴＦアジア太平洋地域総会
（ＡＰＲＣ）

交通運輸の未来について
                     議論交わす

第
４
回
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
再
生
を
め
ざ
す
安
全
集
会

 

未
来
あ
る
Ｊ
Ｒ
北
海
道
へ
の
足
固
め
に
奮
闘

　

連
合
は
、
11
月
25
日
、

「
『
底
上
げ
・
底
支
え
』
『
格

差
是
正
』
で
ク
ラ
シ
ノ
ソ
コ
ア

ゲ
を
実
現
し
よ
う
！
長
時
間
労

働
撲
滅
で
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
の

実
現
を
！
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

も
と
、
第
74
回
中
央
委
員
会
を

開
催
し
、
２
０
１
７
春
季
生
活

の
闘
争
方
針
を
決
定
し
た
。

　

挨
拶
に
立
っ
た
神
津
里
季
生

会
長
は
、
２
０
１
７
春
季
生
活

闘
争
を
日
本
経
済
の
行
く
末
を

決
め
る
分
水
嶺
と
位
置
付
け
、

「
経
済
の
自
立
性
、
社
会
の
持

続
性
を
確
か
な
も
と
す
る
原
動

力
と
し
て
、
社
会
の
期
待
に
応

え
る
必
要
が
あ
る
」
と
春
季
生

活
闘
争
の
社
会
的
意
義
を
強
調

し
た
。
さ
ら
に
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
全
体
の
付
加
価
値
配
分
の
取

り
組
み
を
昨
年
に
続
き
今
年
も

展
開
す
る
よ
う
要
請
し
た
。

　

決
定
さ
れ
た
方
針
は
、
自
社

賃
金
が
世
間
水
準
に
達
し
て
い

る
か
を
確
認
す
る
絶
対
額
重
視

の
取
り
組
み
を
呼
び
か
け
た
う

え
で
、
「
２
％
程
度
基
準
、
定

期
昇
給
分
含
め
４
％
の
賃
上
げ
」

を
設
定
し
た
。
グ
ル
ー
プ
・
関

連
会
社
の
水
準
を
示
す
中
小
で

は
、
「
総
額
１
万
５
０
０
円
」
、

非
正
規
で
は
、
「
正
社
員
転
換
・

無
期
雇
用
転
換
、
誰
も
が
時
給

１
０
０
０
円
、
時
給
37
円
の
引

き
上
げ
」
を

意
思
統
一
し

た
。

　

ま
た
、
同

日
開
催
さ
れ

た
共
闘
連
絡

会
議
第
１
回

会
合
に
お
い

て
、
第
１
先

行
組
合
回
答

ゾ
ー
ン
は
、

３
月
13
日
〜

17
日
、
第
２

先
行
組
合
回

答
ゾ
ー
ン
を
３
月
20
日
〜
24
日

と
し
、
連
合
と
し
て
の
「
ヤ
マ

場
」
は
３
月
15
日
に
設
定
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
決
定
さ
れ
た

連
合
方
針
に
基
づ
き
、
Ｊ
Ｒ
各

単
組
は
も
ち
ろ
ん
、
グ
ル
ー
プ

労
組
の
賃
上
げ
に
影
響
を
及
ぼ

す
２
０
１
７
春
季
生
活
闘
争
の

取
り
組
み
を
機
関
会
議
で
決
定

し
、
実
現
に
向
け

取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
。

　

世
界
の
陸
・
海
・
空
の
交
通

運
輸
及
び
観
光
関
係
の
労
働
組

合
で
構
成
す
る
国
際
運
輸
労
連

（
Ｉ
Ｔ
Ｆ
）
は
、
11
月
28
〜
30

日
、
東
京
都
内
で
ア
ジ
ア
太
平

洋
地
域
総
会
（
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｃ
）
を

開
催
し
た
。
今
回
の
地
域
総
会

は
、
４
年
毎
に
行
わ
れ
る
Ｉ
Ｔ

Ｆ
世
界
大
会
の
中
間
に
開
催
さ

れ
て
い
る
が
、
ア
ジ
ア
太
平
洋

地
域
に
お
け
る
活
動
状
況
と
今

後
の
交
通
運
輸
の
未
来
に
つ
い

礼
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
わ
が

国
で
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い

る
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー

に
つ
い
て
、
「
日
本
で
は
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
や
民
泊
の
導
入
施
策

が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る

が
。
本
総
会
の
中
で
も
大
い
に

議
論
し
て
い
き
た
い
」
と
出
席

者
に
訴
え
た
。

　

本
総
会
で
は
、
ア
ジ
ア
太
平

洋
地
域
の
体
制
見
直
し
が
提
起

さ
れ
承
認
し
た
。
Ｉ
Ｔ
Ｆ
は
組

織
人
員
の
増
加
す
る
ア
ジ
ア
地

域
を
重
要
な
地
域
と
位
置
付
け

て
お
り
、
今
後
の
体
制
強
化
を

目
的
に
東
南
ア
ジ
ア
地
域
事
務

所
を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
新
設
、

各
地
の
事
務
所
の
役
割
分
担
を

よ
り
明
確
に
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

議
事
で
は
、
２
０
１
４
〜
２

０
１
８
年
活
動
計
画
や
ア
ジ
ア

太
平
洋
地
域
の
交
通
運
輸
の
未

来
に
つ
い
て
、
報
告
や
議
論
を

交
わ
し
た
。
と
り
わ
け
、
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
や
自
動

運
転
な
ど
の
技
術
革
新
が
交
通

運
輸
産
業
へ
及
ぼ
す
影
響
に
つ

い
て
、
熱
心
な
討
議
が
行
わ
れ

た
。
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
問
題
で
問

題
提
起
し
た
戸
崎
肇
大
妻
女
子

大
教
授
（
交
運
労
協
顧
問
）
は
、

「
新
技
術
が
入
っ
て
も
移
動
す

る
と
い
う
需
要
が
減
少
す
る
こ

と
は
な
い
。
今
ま
で
な
か
っ
た

需
要
を
掘
り
起
こ
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
、
利
用
者
も
巻
き
込

ん
だ
運
動
を
形
成
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
」と
の
見
解
を
示
し
た
。

て
議
論
し
た
。

　

冒
頭
、
開
催
地

を
代
表
し
て
交
運

労
協
の
住
野
敏
彦

議
長
（
私
鉄
総
連
）

が
挨
拶
に
立
ち
、

東
日
本
大
震
災
の

支
援
に
対
す
る
御

2016年「年末手当」要求及び妥結状況表（11月30日現在）

単組名
2016年 2015年

要求日 要求内容 妥結日 妥結内容 要求日 要求内容 妥結日 妥結内容

JR北労組 10/31
2.4ヶ月
12/14支払

11/25
1.98ヶ月

12/14支払 
10/28

2.8ヶ月
12/11支払

11/27
2.03ヶ月
12/14支払

JREユニオン 10/26
3.4ヶ月
12/2支払

11/17
3.18ヶ月
12/5支払

10/26
3.33ヶ月
12/4支払

11/17
3.18ヶ月
12/4支払

JR東海ユニオン 10/12
3.1ヶ月
12/10支払

11/9
3.0ヶ月
12/9支払

10/15
3.1月

12/10支払
11/6

3.0ヶ月
12/10支払

JR西労組 2/8 年5.7ヶ月 3/16
（年5.48ヶ月）
2.74ヶ月
12/9支払

2/5 年5.7ヶ月 3/18
（年5.38ヶ月）
2.69ヶ月
12/10支払

JR四国労組 10/18

2.3ヶ月
（55歳以上＋
3万円）
12/7支払

11/22
1.88ヶ月
12/7支払

10/15

2.3ヶ月
（55歳以上＋
3万円）
12/4支払

11/17
1.87ヶ月
12/4支払

JR九州労組 9/21

3.0ヶ月
12/9支払
55歳以上の
加算措置

11/22
2.49ヶ月
12/9支払

10/1

3.0ヶ月
12/10支払
55歳以上の
加算措置

11/20
2.6ヶ月
12/10支払

貨物鉄産労 2/13

2.5ヶ月
（年4ヶ月で
夏1.5ヶ月支
給との差分）

11/30
1.5ヶ月
12/9支払

2/13

2.64ヶ月
（年4ヶ月で
夏1.36ヶ月支
給との差分）

11/25
1.48ヶ月
12/7支払

提
言
」
を
掲
げ
、

信
頼
回
復
に
む

け
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
。

　

主
催
者
を
代

表
し
て
挨
拶
を

お
こ
な
っ
た
Ｊ

Ｒ
北
労
組
の
田

原
孝
蔵
中
央
執

行
委
員
長（
Ｊ
Ｒ

連
合
副
会
長
）

か
ら
は
、
「
二

度
と
事
故
を
起

第21回拡大代表者会議
２０１７春季生活闘争・
 民主化闘争について意思統一を図る

第21回拡大代表者会議
２０１７春季生活闘争・
 民主化闘争について意思統一を図る



ＪＲ連合平成28年（2016）12月15日

みんなで暮らしをガード

近隣の家へ損害を与えたときの「類焼損害保障」、日常生活での賠償事故に備える「個人賠償保障」、
賃貸住宅で火事を起こした場合の「借家人賠償保障＋修理費用」。火災共済とセット加入することで
大型保障を実現します。

オプション保障（類焼損害費用保険、個人賠償責任保険、借家人賠償責任保険＋修理
費用）は、共栄火災海上保険㈱を引受保険会社とする保険契約であり、共済ではあり
ません。詳しい内容は必ずパンフレットおよび重要事項説明書をご確認ください。

火災共済の保障力を、さらにアップさせる新制度。

家族の幸せを災害から守る

火災共済  オプション保障
交運共済 ニュース

B1424401E2144-20150209

※借家にお住まいの方のみ

類焼損害保障 個人賠償保障 借家人賠償保障
＋修理費用

第 534号（２）

労使で課題を共有し、ＪＲ四国に対する経営支援を訴
えた

公安調査庁『内外情勢の回顧と展望』（2014年1月）

ＪＲ西労組が抱える政策課題の解決にむけ
てフォーラム議員に要請した

先人の功績に敬意を表し、その運動を次世代に
繋ぐ決意を述べる荻山委員長

　
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
11
月
17

日
に
都
内
で
第
14
回
「
四
国
の

鉄
道
を
考
え
る
国
会
議
員
連
絡

会
」
を
開
催
し
た
。
同
連
絡
会

メ
ン
バ
ー
で
あ
る
小
川
淳
也
議

員
（
Ｊ
Ｒ
連
合
国
会
議
員
懇
談

会
事
務
局
長
）
、
玉
木
雄
一
郎

議
員
（
21
世
紀
の
鉄
道
を
考
え

る
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
の
２
人

の
国
会
議
員
と
Ｊ
Ｒ
四
国
会
社
、

Ｊ
Ｒ
連
合
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
ら

約
20
人
が
出
席
し
、
Ｊ
Ｒ
四
国

の
現
状
と
今
後
の
課
題
等
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

冒
頭
、
主
催
者
で
あ
る
Ｊ
Ｒ

四
国
労
組
の
中
濱
斉
執
行
委
員

長
（
Ｊ
Ｒ
連
合
副
会
長
）
は

「
Ｊ
Ｒ
発
足
後
30
年
の
間
、
経

営
安
定
基
金
や
税
制
特
例
措
置

な
ど
は
四
国
の
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
維
持
す
る
た
め
に
一
定
の

役
割
を
果
た
し
て
き
た
が
、
将

来
に
わ
た
る
持
続
的
な
鉄
道
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
維
持
の
た
め
に
は
、

税
制
特
例
の
延
長
、
更
に
は
四

国
新
幹
線
が
必
要
で
あ
り
、
四

国
の
鉄
道
の
活
性
化
に
対
す
る

支
援
を
お
願
い
し
た
い
」
と
挨

拶
し
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
四
国
の
半
井
真

司
代
表
取
締
役
社
長
は
Ｊ
Ｒ
四

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
中
長

期
的
課
題
と
し
て
四
国
の
鉄
道

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
維
持
・
活
性

化
す
る
た
め
に
も
、
ま
た
、地
域

間
格
差
の
解
消
に
む
け
て
も
新

幹
線
の
導
入
は
必
要
不
可
欠
で

あ
る
」
と
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
議
員
ら
か
ら
は

「
伊
予
灘
も
の
が
た
り
」「
四
国

ま
ん
な
か
千
年
も
の
が
た
り
」

を
は
じ
め
と
す
る
観
光
列
車
に

つ
い
て
な
ど
、
四
国
の
鉄
道
の

活
性
化
に
む
け
た
施
策
や
四
国

４
県
の
新
幹
線
導
入
に
む
け
た

動
向
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
意

見
が
交
わ
さ
れ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
鉄
道
特
性
活

性
化
Ｐ
Ｔ
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

来
年
６
月
ま
で
に
、
Ｊ
Ｒ
北
海

道
や
Ｊ
Ｒ
四
国
な
ど
に
お
け
る

鉄
道
特
性
が
発
揮
で
き
な
い
地

域
に
お
け
る
持
続
可
能
な
公
共

交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
取
り

ま
と
め
て
い
く
。

公
安
調
査
庁
が
初
め
て

 

Ｊ
Ｒ
総
連
・
北
鉄
労
の
革
マ
ル
派
疑
惑
に
言
及

民
主
化
闘
争 

9

特  集

　
Ｊ
Ｒ
貨
物
連
合
に
は
、
中
国
ロ
ジ

（
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
）
労
組
・
南
関

東
ロ
ジ
労
組
・
九
州
ロ
ジ
労
組
と
３

つ
の
ロ
ジ
労
組
が
あ
り
ま
す
。
前
身

の
Ｆ
Ｌ
ユ
ニ
オ
ン
の
組
合
員
数
は
約

40
人
で
し
た
が
Ｆ
Ｌ
会
社
の
フ
ォ
ー

ク
部
門
が
各
ロ
ジ
会
社
に
業
務
移
管

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
３
つ
の
ロ
ジ

労
組
に
分
か
れ
た
か
た
ち
と
な
り
ま

し
た
。

　

中
国
ロ
ジ
労
組
は
立
ち
上
げ
時
の

組
合
員
は
12
人
で
し
た
が
、
今
で
は

約
４
倍
の
49
人
に
増
え
て
い
ま
す
。

在
籍
箇
所
は
、
広
島
車
両
所
・
広
島
・

岩
国
・
新
南
陽
・
宇
部
・
下
関
と
な
っ

て
お
り
、
業
務
の
作
業
内
容
は
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
で
の
コ
ン
テ
ナ
の
積
み
降

ろ
し
、
積
付
け
検
査
・
車
両
の
誘
導

な
ど
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
作
業
で
は
、

決
め
ら
れ
た
時
間
内
に
コ
ン
テ
ナ
の

積
み
降
ろ
し
を
行
う
た
め
、
迅
速
か

つ
丁
寧
さ
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
雑
に

扱
え
ば
お
客
様
の
荷
物
に
傷
を
つ
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
丁
寧
さ
を
求

め
慎
重
に
な
り
過
ぎ
る
と
作
業
時
間

内
に
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

ま
た
、
運
転
席
か
ら
の
視
界
も
悪
く
、

に
位
置
す
る
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
労
働
条
件

よ
り
も
、
さ
ら
に
悪
い
労
働
条
件
の

も
と
で
私
達
は
日
々
奮
闘
し
て
い
ま

す
。
少
し
で
も
こ
の
状
況
を
打
破
で

き
る
よ
う
、
貨
物
連
合
と
と
も
に
闘

っ
て
い
き
ま
す
。
今
後
と
も
ご
支
援

ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

中国ロジスティクス労働組合
（ＪＲ貨物連合）

グループ
労組紹介

表
し
た
。
翌
22
日
全
国
紙
朝

刊
は
こ
の
問
題
を
大
々
的
に

取
り
あ
げ
た
が
、
「
世
間
か

ら
乖
離
し
た
労
使
間
の
な
れ

あ
い
」
「
主
要
労
組
は
干
渉

せ
ず
蜜
月
関
係
」
（
日
本
経

済
新
聞
）
、
「
（
労
組
問
題

に
つ
い
て
）
引
き
続
き
検
証

が
必
要
」
（
読
売
新
聞
）
な

ど
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
お
け
る

歪
な
労
使
関
係
を
追
求
す
る

厳
し
い
報
道
が
繰
り
返
さ
れ

た
。

　

前
号
で
紹
介
し
た
と
お
り

国
会
審
議
で
も
Ｊ
Ｒ
北
海
道

の
最
大
労
組
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
総

連
・
北
鉄
労
へ
の
革
マ
ル
派

浸
透
問
題
は
幾
度
と
な
く
追

及
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
続

き
、
２
０
１
４
年
１
月
に
公

表
さ
れ
た
公
安
調
査
庁
の

『
内
外
情
勢
の
回
顧
と
展
望
』

に
よ
る
と
、
革
マ
ル
派
が
基

幹
産
業
の
組
合
員
の
取
り
込

み
に
力
を
傾
注
し
て
い
る
と

分
析
さ
れ
、
具
体
的
に
次
の

よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

「
革
マ
ル
派
は
、
組
織
建
設

を
優
先
す
る
と
の
方
針
の
下
、

Ｊ
Ｒ
東
労
組
や
Ｊ
Ｒ
北
海
道

労
組
な
ど
が
加
盟
す
る
Ｊ
Ｒ

総
連
を
始
め
と
し
た
基
幹
産

業
労
組
の
組
合
員
取
り
込
み

に
力
を
注
い
だ
」

　

２
０
１
３
年
11
月
に
行
わ

れ
た
衆
議
院
及
び
参
議
院
の

国
土
交
通
委
員
会
で
、
Ｊ
Ｒ

北
海
道
野
島
社
長
を
参
考
人

招
致
し
て
の
集
中
審
議
で
は
、

Ｊ
Ｒ
総
連
・
北
鉄
労
に
対
す

る
遠
慮
を
伺
わ
せ
る
よ
う
な

経
営
サ
イ
ド
の
答
弁
に
対
し

て
、
議
員
ら
か
ら
北
鉄
労
に

対
す
る
配
慮
か
ら
の
決
別
、

そ
し
て
歪
ん
だ
労
使
関
係
か

ら
の
脱
却
を
求
め
る
声
が
相

次
い
だ
。

　

そ
う
し
た

中
、
２
０
１

４
年
１
月
21

日
、
国
土
交

通
省
は
、
保

線
デ
ー
タ
改

竄
に
対
し
て

監
督
命
令
と

事
業
改
善
命

令
を
Ｊ
Ｒ
北

海
道
に
通
知

し
た
。
同
日

Ｊ
Ｒ
北
海
道

ＪＲ西労組
「21世紀の鉄道を考える議員フォーラム」勉強会

敦賀・大阪間の
早期決定と早期着工を

Ｊ
Ｒ
西
労
組
結
成
25
周
年
記
念
集
会

次
代
に
Ｊ
Ｒ
西
労
組
結
成
の

            

理
念
や
運
動
を
繋
ぐ

四
国
の
鉄
道
を
考
え
る
国
会
議
員
連
絡
会

 
四
国
の
鉄
道
の

    
活
性
化
に
む
け
た
支
援
を

国
の
現
状
と
今

後
の
経
営
課
題

の
説
明
の
中

で
「
Ｊ
Ｒ
北
海

道
の
鉄
道
事
業

見
直
し
の
動
向

は
、
今
す
ぐ
に

で
は
な
い
が
、Ｊ

Ｒ
四
国
に
と
っ

て
も
決
し
て
他

人
事
で
は
な
い
。

地
域
の
皆
様
に

は
危
機
感
を
共

有
し
て
い
た
だ

　
Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
、
11
月
30
日
、

都
内
に
て
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
推
薦

の
「
21
世
紀
の
鉄
道
を
考
え
る

議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
所
属
議
員

18
人
を
対
象
に
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本

が
抱
え
る
政
策
課
題
の
解
決
に

む
け
た
勉
強
会
を
開
催
し
た
。

Ｊ
Ｒ
連
合
国
会
議
員
懇
談
会
の

幹
事
で
も
あ
る
泉
健
太
議
員

（
衆
・
京
都
３
区
）
の
進
行
の

も
と
、
国
土
交
通
省
鉄
道
局
の

水
嶋
次
長
か
ら
11
月
11
日
に
公

表
さ
れ
た
「
北
陸
新
幹
線
敦
賀
・

大
阪
間
の
ル
ー
ト
に
係
る
調
査

結
果
に
つ
い
て
」
説
明
を
受
け

た
。
出
席
し
た
議
員
か
ら
は
、

並
行
在
来
線
の
考
え
方
や
試
算

根
拠
な
ど
に
つ
い
て
多
く
の
質

問
が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
が
抱

え
る
問
題
に
つ
い
て
提
起
し
、

特
に
、
北
陸
新
幹
線
に
関
し
て

は
、
敦
賀
・
大
阪
間
の
ル
ー
ト

の
早
期
決
定
と
早
期
着
工
、
福

井
先
行
開
業
断
念
、
フ
リ
ー
ゲ
ー

ジ
ト
レ
イ
ン
導
入
の
断
念
に
つ

い
て
説
明
を
行
っ
た
。
併
せ
て
、

地
方
ロ
ー
カ
ル
線
問
題
と
し
て
、

９
月
末
に
廃
止
決
定
を
行
っ
た

三
江
線
問
題
に
つ
い
て
、
廃
止

決
定
に
至
る
ま
で
の
労
使
の
取

り
組
み
と
今
後
の
課
題
に
つ
い

て
、
幅
広
く
課
題
の
共
有
を
は

か
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
北
陸
新
幹
線

敦
賀
・
大
阪
間
の
ル
ー
ト
に
つ

い
て
、
11
月
22
日
に
実
施
し
た

国
土
交
通
大
臣
へ
の
税
制
改
正

を
訴
え
て
き
た
。

現
在
、
与
党
検
討

委
員
会
で
協
議
さ

れ
、
12
月
中
旬
頃

に
ル
ー
ト
が
決
定

さ
れ
る
と
い
う
動

き
と
な
っ
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、

引
き
続
き
、
国
会

議
員
懇
談
会
お
よ

び
議
員
フ
ォ
ー
ラ

要
望
の
際
に
も
、
小
浜
・
京
都

ル
ー
ト
が
望
ま
し
い
と
の
考
え

ム
の
議
員
と
の
連
携
を
強
化
し

て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　

12
月
６
日
、
京

都
に
て
、
Ｊ
Ｒ
西

労
組
は
「
Ｊ
Ｒ
西

労
組
結
成
25
周
年

記
念
集
会
」
を
開

催
し
、
歴
代
委
員

長
を
は
じ
め
関
係

者
ら
５
０
０
人
超

が
出
席
し
た
。

　

冒
頭
、
荻
山
市

朗
中
央
執
行
委
員

長
（
Ｊ
Ｒ
連
合
副

会
長
）
は
、
「
国
鉄
改
革
を
経

験
し
結
成
を
経
験
し
た
世
代
が

少
な
く
な
る
中
で
、
Ｊ
Ｒ
発
足

後
の
労
働
界
の
再
編
、
阪
神
大

震
災
、
そ
し
て
、
福
知
山
線
列

車
事
故
な
ど
数
多
く
の
困
難
を

乗
り
越
え
、
今
日
の
社
会
的
地

位
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
の
は

先
人
た
ち
の
尽
力
で
あ
り
、
次

の
若
い
世
代
に
結
成
の
理
念
や

運
動
を
繋
い
で
い
く
た
め
に
25

年
を
振
り
返
る
機
会
と
し
た
い
」

と
挨
拶
し
た
。

　

記
念
講
演
と
し
て
元
連
合
会

長
の
高
木
剛
氏
に
も
ご
登
壇
い

た
だ
い
た
。
続
い
て
「
Ｊ
Ｒ
西

労
組
25
年
の
歩
み
」
を
映
像
で

振
り
返
え
る
と
と
も
に
、
各
地

方
本
部
の
歴
史
な
ど
も
振
り
返

る
発
表
も
行
わ
れ
た
。
集
会
の

最
後
に
は
、
「
次
代
へ
の
指
針

（
骨
子
）
」
を
報
告
す
る
と
と

も
に
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

す
決
意
を
出
席
者
全
員
で
確
認

し
た
。

　

ま
た
、
集
会
後
の
懇
親
会
に

は
、
来
賓
と
し
て
Ｊ
Ｒ
連
合
国

会
議
員
懇
談
会
幹
事
の
岸
本
周

平
議
員
（
衆
・
和
歌
山
１
区
）

や
三
日
月
大
造
滋
賀
県
知
事
、

地
方
議
員
、
他
産
別
、
友
誼
団

体
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
の

各
会
社
な
ど
総
勢
８
０
０
人
超

が
出
席
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合

の
中
核
単
組
と
し
て
、
組
合
員

と
家
族
の
幸
せ
の
た
め
、
地
域

社
会
の
た
め
に
、
引
き
続
き
健

全
な
労
使
関
係
の
構
築
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い

る
。

周
囲
の
確
認
に
は
十
分
配
慮
し
て
い

ま
す
。
雨
の
日
に
は
タ
イ
ヤ
の
ス
リ
ッ

プ
に
気
を
付
け
駅
に
よ
っ
て
は
路
面

状
況
が
悪
く
、
走
行
時
か
な
り
揺
れ

る
等
、
日
々
安
全
運
転
に
気
を
配
っ

て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
貨
物
連
合
で
開
催
さ
れ
る
安

全
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
職
場

改
善
に
向
け
、
強
く
要
望
を
出
し
て

い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
各
社
の
中
で
も
下
位

は
、
５
人
の
解
雇
や
、
野
島

社
長
ら
役
員
の
報
酬
減
額
を

含
め
75
人
の
大
量
処
分
を
発

中国ロジ労組が運動の一翼を担うＪＲ貨物連
合の定期大会


